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行事予定

10月17日 社会奉仕事業  献血
             （上尾駅東口）

10月26日 藤村病院 健康フェア
              生き活き感謝祭
             ポリオ根絶募金活動

10月31日 VＴＴ事業贈呈式
             報告及びＰJ発表
 

（富永建パスト会長 葬儀委員長）
吉川　公夫パスト会長

2024-2025年度　門崎　由幸会長

会長あいさつ

　皆さん、ご無沙汰しております。

早速ですが９月30日・10月１日に、

私が会長の時に幹事を務めてくれ

た第34代会長の富永さんの葬儀が

行われました。富永さんは一昨年

前まではまだお元気だったんですね。富永さんが２月生まれで私が４

月生まれということで、私の誕生日には毎年盛大に誕生祝いを行っい

ました。それで、一昨年の４月中旬に私が富永さんに電話して、そろ

そろお祝いをしようと会場まで決めました。そうしましたら、富永さ

んから電話で「吉川さん、やるのは間違いないけども、ちょっと延期

してほしい」と言われました。これが富永さんと私の最後の会話です。

その後は病魔に蝕まれていく日々でした。９月23日に享年81歳で他界

して、大往生だという人もいますが、私から見れば、２か月後に生ま

れた者が今も元気だから、もっともっと生きて頑張ってほしかったと

思っています。葬儀の際も申し上げましたけども、富永さんは本当に

この地域社会の発展に尽力いただいた方です。ロータリーでも色々な

事業の実行委員長を務めていただきました。惜しい人が亡くなったと

思っています。クラブからは葬儀に際してお花をいただき、大勢の皆

様に参列賜り、おかげ様で滞りなく葬儀を終了することができました。

改めてここに感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。

　皆さん、こんにちは。本日もご

出席いただきありがとうございま

す。まずは10月になってもまだ暑

い日が続くということで、ネクタ

イはしてもしなくてもどちらでも

いいという形にして、11月からネ

クタイ着用という形にしていけれ

ばと思います。

　地区から10月29日にクラブ会長会議を開催するという案内がありま

した。おそらくここ10数年はこういう会議はなかったのかなと思いま

す。内容に関しては、地区事務所運営等について説明と、地区法人化

についてという案件で会議をするいうことです。地区のみ法人化にす

るのかということや、運営についてどうするのかを、クラブ会長を集

めて会議するのだと思います。ぜひとも出席をして、皆様に報告をで
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を進めていくうえでどのような懸念事項があります

か？」に対して、「言葉の壁」「ＴＲＦの審査」

「相手国と連絡が途絶えることがある」「事業が完

結しない場合がある」などがありました。

国際奉仕委員会　藤村　作委員長

す。国際としてはグローバル補助金を使った企画を

三枝ガバナーノミニーが話していただきました。

　セミナーの最後に私は財団部門として登壇させて

いただき、ＰＨＳのお話しをさせていただいて、ぜ

ひ午餐会に来てくださいと案内しました。それでＰ

ＨＳのほかに、ＰＰＳというのもあります。ＰＰＳ

とはポリオ・プラスソサエティのことで、ＰＨＳが

毎年1000ドル寄付してくれる人を募るのに対し、Ｐ

ＰＳはポリオ限定で100ドルの寄付をしてくれる人

を募るものです。1000ドルは厳しいけれど、100ド

ルのポリオだったらできそうという方がいたらＰＰ

Ｓに入会していただけるとありがたいなぁと思いま

す。ありがとうございました。

　クラブでは国際奉仕の委員長で、地区では財団へ

出向していて両方の立場で部門セミナーに出席して

きました。国際と財団は結構つながりがあって、合

同でセミナーを行うというのは素晴らしい企画だっ

たなと思います。去年も国際のセミナーで、財団Ｖ

ＴＴの話しをさせていただいて、ことしはそれが一

緒だったので、わかりやすかったのかなあと思いま

スマイルスマイル
小林会員　富永さんのご冥福を心からお祈り申し上げます。

樋口会員　家族に、ちょっと良いことがありました！

門崎会長／齋藤哲雄幹事／坂本副会長／大木崇寛副幹事／吉川会員／尾花会員／

大木保司会員／齋藤博重会員／関口和夫会員／藤村会員／宇多村会員／

長沼会員／関口良康会員／山崎会員／荒井会員

会員数　　　　34

出席免除　　　 2　　　

出席対象者　　32

出席者数      17

出席率

  53.13％

部門セミナー報告　ありがとうございました。

2024～2025年度 8月　出席表2024～2025年度  7月　出席表

ROTARY CLUB OF AGEO

幹　事　報　告

委員長報告

齋藤　哲雄　幹事 
◇10月のロータリーレー

トは１ドル＝142円です。

◇次週10月10日の例会主

題は、中間戦略計画とい

うことで会員増強と維持

の必要性ということでフ

ォーラムを行います。

◇10月17日は社会奉仕事業ということで献血事業を

行います。お手元に当番表をお配りさせていただい

ておりますので、確認をお願いしたいと思います。

◇10月14日〜17日は、ＶＴＴ事業でリハビリ機器の

贈呈式が行われます。ベトナム・ダナンへ、出席さ

れる方は大変お忙しいと思いますが、よろしくお願

いいたします。

◇10月16日には第５グループの会長・幹事会があり、

門崎会長がダナン訪問で不在のため坂本副会長に出席

いただきます。

◇10月26日（土）も移動例会で、藤村病院第７回健

 

ロータリー財団委員会　長沼大策委員長
　幹事報告にもありましたように、10月26日は藤村

病院さんの健康フェア に例会として皆さんにご出

席いただきたいと思います。それでＬＩＮＥで一報

した通り、お食事を会場の飲食ブースでいただくの

ですが、ロスがでないよう、品目ごとに数を把握し

たいと担当者さんから言われましたので、 ぜひお

召し上がりになりたいものにチェックをつけた上で

ご出席いただければと思います。

　またロータリー財団とは別件ですが、10月からア

康フェアで、ポリオ根絶の募金活動を13時〜16時ま

で行います。

◇10月21日（月）は第2770地区のゴルフ大会がプレ

ステージカントリークラブで行われます。

◇10月31日は夜間例会でＶＴＴ事業の報告を行います。

◇中川パストガバナーのお別れの会が、11月7日

（木）14時30分からパレスホテル大宮で行われる予

定です。行かれる方は、幹事まで一言お願いを申し

上げます。

きるようにしっかりと聞いてまいります。

　さて10月３日は登山の日だそうで、1905年から制

定されたということです。私も登山というのはなか

なかしたことはありませんでしたが、2006年に富士

山に初めて登りました。これは青年会議所の事業で、

当時の齋藤博重理事長が公務のため登れない状況で、

代わりに第２の理事長として私が登りました。登っ

てみて「こんなにキツイのか」と感じました。日本

人であれば１回は登った方がいいかなと思います。

御来光はとても素晴らしいものでした。

　また10月３日は東西ドイツが1990年に、45年ぶり

に統一された日です。先日、日本は石破新総裁が誕

生しました。今いろいろな情報が飛び交っておりま

すので、しっかりと自分自身で理解した上で、今後の

解散総選挙では１票を投じていただければと思って

いす。新内閣の中で、まず平デジタル大臣は20年前

に私が青年会議所の理事長の時に、関東地区の会長

で、何回か挨拶させていただいたことがあります。

また法務大臣になった牧原秀樹さんは、私が理事長

の時に埼玉中央に入会してきたというご縁がありま

す。今後、少しでもいい形の日本を作るために頑張

っていただければなと思っております。本日もよろ

しくお願いを申し上げます。

国際奉仕委員会　大木保司副委員長 
　以前からご案内してい

るように台南東北ＲＣさ

んが12月８日に沖縄に来

るということで、ぜひ合

同で式典を行いたいとい

うお話がございます。ぜ

ひ10名以上で参加したいと思います。参加予定の方

は私か藤村委員長にご連絡ください。

社会奉仕委員会　関口　良康委員長 
　すでに当番表をファッ

クスで送信させていただ

きましたように10月17日

（木）13時〜16時に献血

事業を行います。当日は

いつものようにお声掛け

いただきますが、献血ではラブラッド会員が事前に

予約できるのですが、会員でなくても予約できます

のでご協力のほどお願いいたします。あとご自身の

献血がなかなか難しい方は、お知り合いの方をお誘

いいただければと思いますので、合わせてお願いい

たします。

ROTARY CLUB OF AGEO

例会主題
部門セミナー報告

我々上尾クラブとしてはまず気にするべきは、地域

の青少年の育成奉仕っていうことになります。他の

クラブでは、率先してそういうところに目をつけて

青少年奉仕の一環として取り組んでいるクラブもあ

るという風に、先月、先々月の『ロータリーの友』

にも掲載がありました。私もそちらの方に賛成です。

　もちろんこの10年以上にわたって青少年奉仕部門

が行ってきたことを継続していくのは大事ですが、

上尾は上尾なりに、青少年奉仕ということに対して

何ができるかということを、もうちょっと意見が出

てきてもいいのかなという風に思っております。

　いずれにしましても、青少年奉仕はいちばん最後

にできた奉仕部門ですが、今後ますます重要度は増

してくるという風に思います。どうか青少年奉仕に

関する事業、取り組みが出た際には、クラブの皆さ

んにも積極的なご意見をいただき、ご協力をいただ

ければなというふうに思っております。以上、ご報

告とさせていただきます。ありがとうございました。

ロータリー財団委員会　長沼大策委員長

ゲバルというグルメイベントを私の方で企画運営し

まして、上尾ロータリークラブさんにご協賛いただ

きました。ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　宇多村海児委員長
　青少年奉仕部門、ロー

ターアクト特別推進委員

会合同セミナーに出席し

てまいりました。

　当日は、多くの各クラ

ブの青少年奉仕に携わる

メンバーが参加される中、当クラブの樋口雅之青少

年交換副委員長の素晴らしい司会で進行していきま

す。大変話題も多く、かつ議題も多かった、内容の

濃いセミナーになったということを、まずご報告を

させていただきたいと思います。

　今回の青少年奉仕部門ということですが、遡れば

島村パスト会長年度に、当時は新世代奉仕という名

前で、上尾クラブで委員長を仰せつかって以来、11

年ぶりの青少年部門です。10年経ってどういう風に

変わってるのかなっていうことを、ちょっと楽しみ

にしていたというところもありました。セミナーに

出席した私の感想を申し上げることで報告に変えさ

せていただきたいと思います。

　青少年奉仕部門は、ローターアクト、ＲＹＬＡ、 

青少年交換、インターアクトと、大きく分けてこの

４つのジャンルによる報告＆体験発表ということで

セミナーは終わったわけですが、率直な感想を申し

上げると、青少年というよりも、むしろ環境とか、

出来上がった青年に対しての、ロータリーからの働

きかけ、環境作りなどに力を入れているのかなとい

う印象を受けました。となると、少し生意気なよう

ですけれども、ロータリークラブの奉仕部門という

よりも、むしろこれは財団の奉仕部門なのではない

かと一瞬錯覚するほど、あまり青少年で、青年はい

いけれど少年は関係ないのかなというような印象を

受けました。私は元々、青年会議所時代から比較的

、青少年育成の方に所属をしていたことがあったも

のですから、どちらかというと、ロータリーが抱え

ている青少年のユニットをどうしようかということ

ももちろん大事だとは思うんですけれども、やはり

　財団のセミナーは、国際奉仕部門と合同で９月13

日に開催されました。冒頭はガバナーのごあいさつ

から始まりましたが、それも早々に、地区補助金運

営委員会さんがステージ下に横一列に並び、「地区

補助金が減額になってしまい申し訳ありませんでし

た」と、さながら謝罪会見のように深々と頭を下げ

るという異例のセミナースタートとなりました。

　それで国際奉仕部門さんと合同だったので、平和

フェローの女性２人による基調講演が行われました。

アメリカの女性と、インドの女性で、それぞれが世

界で活躍する、優秀で崇高なお話しをしました。

　基調講演の後、グループディスカッションになり、

テーマ①では「平和フェローについてどう思われた

か」が議題になり、「将来の夢は崇高だが、卒業後

の活躍を追いかけていないので、実際の活躍が見え

てこない。」や「卒業後もロータリーを名乗って活

動を行ってほしい」などの意見がありました。

　ディスカッションのテーマ②では「グローバル補

助金を始めるきっかけ、実施国との接点は？」との

議題に対して、「お世話をした米山記念奨学生との

ご縁から」や「地区のパッケージに相乗りしたこと

から」や「相手国との、クラブの長年の活動を通じて

」などがありました。

　ディスカッションのテーマ③「グローバル補助金

 


